
雑司が谷駅 （副都心線） に遺跡解説板が登場！　
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解説板の設置に喜ぶ、髙木調査員。

設置は苦難の連続（？）でした。詳しくは次頁で。



④　完成！！　駅長さんも大喜び！

見学者を前に、思わず説明にも力が入ります

②　アクシデント発生！　サイズが合わず、

　　その場で切ることに…

今回は鬼子母神堂にて解散です鎌倉街道と言われる宿坂（神田川方向を望む）

③　気を取り直して、再びチャレンジ！

①　パネルが入らない！　なぜ？？

解説板の位置（雑司が谷駅　目白通り側改札）

－　２　－

遺跡解説板見学会を開催　～ 副都心線に乗って江戸時代へ ～

～ 解説板設置までの道のり ～
　　　　　　　　　 in  雑司が谷駅



「つたのは通信」や『巣鴨町を掘る』などNPO刊行物のほか、タウン誌『巣鴨百選』への掲載記事も紹介しました

熱心に見る見学者。多くの方が訪れ

ました

前日は入念な下準備。今回は模造紙に

手書きという、” 夏休みの自由研究 ”

をイメージして作りました
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” 社会貢献活動見本市 ”に出展しました

待望の巣鴨町ⅩⅡ (第 2分冊）・北大塚Ⅱが刊行
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【編集後記】

　先日、小学校内の調査に行ったと

ころ、低学年の女の子に「ふしんしゃ

～！」と指をさされ、少しショック

です。これもご時世でしょうか？　

まだ「変なおじさん」と言われない

だけマシ？　　　　　　（担当：お）

－　４　－

編集・発行

題字：湯澤和子　　ロゴデザイン：石原幸

鈴木博之 著　2009 年　ちくま学芸文庫

定価：1,100 円＋税

土地の歴史を読む、もうひとつの視点

書籍紹介

　まずはじめに、本書は考古学の書籍ではない。そし

て最近の本でもなく、今から 20 年近くも前に書かれ

た良書である。「東京の地霊」という禍
まがまが

々しいタイト

ルだが、れっきとした建築学の先生が書かれている。

本書は近世から近代、そして現代へと数奇な運命を辿

った 13 の土地を取り上げ、その土地が持つイメージ

や力を「地霊」という言葉で表現し、歴史を叙述して

いく。ひとつ例を挙げてみると、港区の旧林野庁宿舎

跡地は、明治から静
せいかんいんのみや

寛院宮（和宮）邸となる。ご存じの

通り和宮は、公武合体のために江戸におもむいたもの

の、すぐに明治維新となり、本人も若くして亡くなっ

た。この後、敷地の主は同じ皇族の東
ひがしくにのみや

久邇宮となるが、

終戦処理に当たったこの首相は僅か 50 日間という短

命内閣に終わってしまう。この ” 薄幸 ” こそが土地の

持つ力＝「地霊」である、と著者は言う。戦後から現

代にかけても、またひ

と波乱あるのだが、続

きは本書を読んでいた

だきたい。また、解説

は ” 建築探偵 ” 藤森照

信も書いている。こち

らも面白いので、ぜひ

読んでほしい。

　私たちも日夜、発掘

調査から土地の歴史

を読み解こうとしてい

る。これまでは気付か

なかったが、実はどこ

かで「地霊」の横顔を

見ているのかも知れな

い。　　　（小川祐司）

突発的に不定期連載が決定した「がんば

れモ調査員」。花粉症にも負けない、怪し

く愉快なモ調査員を、ぜひ応援してくだ

さい！

鈴木博之  著　『東京の地
ゲニウス・ロキ

霊』


